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CaSO4:Tm, 6Li と CaSO4:Tm, 7Li の X 線に対する 

高線量域での線量応答性 
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[緒言] 

 ホウ素中性子捕捉療法（Boron neutron capture therapy：BNCT）は、腫瘍内部に取り込まれたホ

ウ素と中性子線の(n, α) 反応を利用した放射線治療法である。中性子線と γ 線が混在する BNCT

では中性子線と γ 線の生物学的効果比が異なるため、それらを分離して測定することが必要であ

る。従来、熱中性子線と γ線の両方に感度を持つ CaSO4:Tm, 6Liと γ線のみに感度を持つ CaSO4:Tm, 

7Liの熱蛍光量の差分を取ることによる簡便な中性子線と γ線の分離測定が行われてきた。しかし、

主に個人被ばく線量計としての利用が目的であったため、高線量域での線量応答性ついては明ら

かにされておらず、再現性も悪いなどの理由から、BNCT での線量評価は難しかった。今回我々

は、137Csの γ線に対する直線領域の最大線量が約 2.5 Gyとされている本素子の、X線に対するよ

り高い線量域での線量応答性について調べることを目的とし、遅い昇温速度により精密なグロー

曲線を測定できる独自の測定器を用いて調査したので報告する。 

[方法] 

 CaSO4:Tm, 6Liと CaSO4:Tm, 7Liから成る中性子線用 TLD に、リニアック（CLINAC-21EX Varian）

を用い、X線 1, 3, 5, 7, 10, 12, 15, 20 Gyの照射を行った。昇温速度を 0.13°C・s-1とし、グロー曲線

の測定を行った。  

[結果・考察] 

 図 1にX線照射を行った CaSO4:Tm, 6Liと CaSO4:Tm, 7Li

の線量と積算熱蛍光量の関係を示す。CaSO4:Tm, 6Li と

CaSO4:Tm, 7Liは、独自の測定器を用いた精度の高い TL測

定により、今までの直線領域より高線量の 7 Gyまでで直線

性を示したが、それ以上では超直線性が見られた。BNCT

の線量評価に本素子を利用する際は、線量域に応じて補正

を行う必要がある。今後は、今回の実験で見られた TL 効

率の変化の補正法を検討する。また、量研機構放医研の

NASBEEでさらに高線量の中性子線照射を行い、中性子に

対する本素子の直線性の特性を調べることにより、中性子

線と γ線の分離測定に本素子を応用することを目指す。 
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